
 

 

 

 

 

令和８年１月 

 

第１回和光市教育委員会定例会会議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和光市教育委員会 



－1－ 

令 和 ８ 年 第 １ 回 和 光 市 教 育 委 員 会 定 例 会 日 程 

 

        令和８年１月２９日（木曜日）和光市教育委員会表彰式終了後から 

 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 教育長の報告 

日程第３ 付議案件 

      議案第１号 和光市立小・中学校職員服務規程の一部を改正する規則を定め 

            ることについて 

日程第４ 協議・報告事項 

      （１）令和７年度和光市立小・中学校卒業証書授与式教育委員会告辞につい 

         て 

      （２）「第２期和光市教育振興基本計画（案）」に係るパブリック・コメン 

         ト及び説明会の実施結果について 

      （３）和光市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画 

         （案）について 

日程第５ その他（教育委員諸報告・委員質問・事務局報告など） 

      （１）次期導入予定のタブレット端末の紹介 
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出席委員（５名） 

     教育長                      石 川   毅 
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     委 員                      牧   江利子 

     委 員                      天 内   綾 

─────────────────────────────────────── 

欠席委員（なし） 

─────────────────────────────────────── 

議事参与者 
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         〃   次長兼教育総務課長        大 塚 欣 也 

         〃   次長兼学校教育課長        辻   英 一 

         〃   生涯学習課長           細 野 千 恵 

         〃   スポーツ青少年課長        森 谷 聡 子 

─────────────────────────────────────── 
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開会 午後 １時５７分 

 

○石川教育長 先ほどの教育委員会表彰式に引き続きお集まりいただき、ありがとうござ

います。 

  今夜は雪が降るとの予報もあるようですが、毎日寒い日が続きますので、くれぐれも

健康には御留意ください。 

  本日の定例会ですが、議案１件、協議報告事項が３件、その後で、次期導入予定のタ

ブレットについての紹介もありますので、よろしくお願いします。 

  それでは、次第に従って進行をしてまいります。 

─────────────────────────────────────── 

◎会議録署名委員の指名について 

○石川教育長 日程第１、会議録署名委員の指名について。 

  第１回の署名委員は牧委員にお願いいたします。 

─────────────────────────────────────── 

◎教育長の報告 

○石川教育長 日程第２、教育長報告をいたします。 

  資料１を御覧ください。 

  ７日水曜日、インフォメーションシェアリングに出席しました。午後は、わこう朝ご

はんコンテスト表彰式、給食協会永年勤続表彰式に出席をしました。 

  ９日金曜日、第二中学校であいさつ運動を行いました。その後、定例校長会議を開催

しました。また、全員協議会に出席をしました。 

  11日日曜日、新倉小学校で行われた令和８年和光市消防出初式に出席をしました。午

後は、成人式に出席をしました。 

  13日火曜日、下新倉小学校であいさつ運動を行いました。午後は、第６回南部教育長

会議を和光市役所で行い、その後、南部教育長会議で理化学研究所の視察研修を行いま

した。 

  14日水曜日、第三中学校であいさつ運動を行いました。その後、インフォメーション

シェアリングに出席をしました。午後は、東邦音楽大学の学長が来庁されましたので、

挨拶をし、今後の連携などを含めた話をしました。 

  15日木曜日、広沢小学校であいさつ運動を行いました。その後、定例教頭会議を開催
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しました。 

  16日金曜日、北原小学校であいさつ運動を行いました。 

  18日日曜日、サンアゼリア吹奏楽フェスティバル第13回ニューイヤーコンサートin和

光を参観いたしました。 

  19日月曜日、埼玉県臨時教育長会議をウェブで出席をいたしました。 

  20日火曜日、政策会議に出席をいたしました。 

  21日水曜日、市長と今後の教育行政の方向性などを含めた情報共有と協議を行いまし

た。 

  22日木曜日、北原小学校の研究発表会を参観いたしました。 

  24日土曜日、和光市スポーツ協会賀詞交歓会に出席をいたしました。 

  25日日曜日、和光市スポーツ少年団野球連盟新年会に出席をいたしました。 

  26日月曜日、初任者研修授業公開ということで、大和中学校を訪問して初任者の授業

を参観いたしました。その後、校長を対象とした人事評価達成状況面談を行いました。 

  27日火曜日、校長を対象とした人事評価達成状況面談を行い、その後、美しいまちづ

くり心から感謝表彰式に出席をいたしました。 

  28日水曜日、インフォメーションシェアリングに出席をした後、令和７年度第３回和

光市公共施設マネジメント推進委員会に出席をいたしました。 

  29日木曜日、本日ですが、午前中に校長を対象とした人事評価達成状況面談を行い、

午後に皆さんと共に教育委員会表彰式に出席をし、現在、定例教育委員会を行っている

ところです。 

  30日金曜日、埼玉県都市教育長協議会第４回定例協議会に出席をいたします。 

  31日土曜日、オペラ彩第42回定期公演オペレッタ「メリー・ウィドウ」を参観いたし

ます。 

  以上になります。 

─────────────────────────────────────── 

◎付議案件 

○石川教育長 続いて、日程第３、付議案件。 

  本日の付議案件は１件です。 

  議案第１号 和光市立小・中学校職員服務規程の一部を改正する規則を定めることに

ついて。 
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  では、担当課から説明をお願いいたします。 

○辻次長 では、お手元の資料のほうを御覧ください。 

  議案第１号 和光市立小・中学校職員服務規程の一部を改正する規程を定めることに

ついてです。 

  埼玉県立学校職員服務規程の一部を改正する規程が令和７年９月30日に公布されたこ

とを受け、それに伴って和光市立小・中学校職員服務規程の一部を改正するものとなり

ます。 

  具体的には、内容が変わるというよりは、手続の様式ですね、手続の仕方、様式が変

わるというふうなことになりまして、その後に、変わった様式等が全てついているかと

思います。 

  改正後、改正前のところを比較していただくと、その内容が変更になり、あるいは追

加されている内容がございます。 

  説明は以上となります。 

○石川教育長 それでは、ただいまの説明につきまして御質問、御意見がありましたら、

よろしくお願いいたします。 

  新旧対照表の次のページからある、この諸様式に変更があったという理解でよろしい

のですね。 

○辻次長 はい、条文ももちろんそこを比較していただくところも変わっておりますけれ

ども、その内容がそちらの様式等の変更も含めた形になるというふうなことで御理解い

ただけたらと思います。 

○石川教育長 何か御質問、御意見ございますか。 

○天内委員 よろしいですか。 

○石川教育長 お願いします。 

○天内委員 書式とかいうわけじゃないんですけれども、これらの申請というのは紙ベー

スでやっているもの、それともデータでやり取りするようなやり方でやられているもの

なんでしょうか。ちょっと知りたいなと思っただけです。 

○辻次長 ベースはまだ紙が残っている感じです。 

○天内委員 データで書類とかをやり取りするところも一部ある感じですか。 

○辻次長 少しずつ変わってきていて、これまでの経緯で言うと、もともとはまだ押印が

必要だったところから押印がなくなって、その後、まだ紙ですね、紙だけれども、ＰＤ
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Ｆのやり取りとか、そういうものを含めてまだ残っていて、かなり年度ごとに少しずつ

変わっていることは確かかなというところですけれども、まだ紙も残っております。 

○天内委員 分かりました。書類とかもなくなって、皆さん、ＰＣで、この辺も変わって

いるのかなと思って聞いただけです。 

○辻次長 少しずつですかね。 

○天内委員 ありがとうございます。 

○石川教育長 押印がなくなったんですが、その代わりに自筆で署名をしなければならな

いという制約がまだあるので、結果的に紙になってしまうということなんですね。 

○天内委員 するとこのデータを入れたりというのはやっているけれども、最終的には、

という。 

○石川教育長 はい。 

○天内委員 分かりました。ありがとうございます。大分楽になりますね。 

○石川教育長 ほかにいかがでしょうか。 

  お願いします。 

○山田委員 いつもこういう規定とか条例とかの言い回しというか、「請求しなければな

らない」っていう表現の仕方、もうちょっと今風にできないかなと。請求する必要があ

るとか、しなければなりませんとか、どうなんですかね。こういうものだという認識で

…… 

○村中委員 公式文書は丁寧語を使う必要はないから、丁寧語になると少し長くなっちゃ

うし、言葉がいっぱいになったりするから、誤解のないように文書はつくらないと。 

○山田委員 そうですか。 

○村中委員 ほかの意味に取れないような言葉遣いをしなければ。 

○山田委員 そういうものですか。 

○石川教育長 納得できるような、説明はありますか。 

○辻次長 お気持ちは、今お聞きした中で、これをつくる手続がお答えになるか分からな

いですけれども、これをつくるに当たっては、市の中にこういうものをチェックすると

ころがありまして、そこにお諮りした中での最終的な、ということになりますので、恐

らくそういう決まりの中での文言になるかと思います。 

○山田委員 そこが変わらないと。 

○辻次長 こちらでは言えないですけれども。 
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○石川教育長 よろしいですか。 

○山田委員 はい。 

○石川教育長 ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。 

（発言する者なし） 

○石川教育長 それでは、質疑を終了させていただきます。 

  採決します。議案第１号 和光市立小・中学校職員服務規程の一部を改正する規程を

定めることについて、原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○石川教育長 異議なしの声がありましたので、異議なしと認め、議案第１号 和光市立

小・中学校職員服務規程の一部を改正する規程を定めることについては、原案のとおり

承認されました。 

  付議案件は以上になります。 

─────────────────────────────────────── 

◎協議・報告事項 

○石川教育長 続いて、日程第４、協議・報告事項。 

  本日の協議・報告事項は３件あります。 

  （１）令和７年度和光市立小・中学校卒業証書授与式教育委員会告辞（案）について

説明をお願いいたします。 

○辻次長 それでは、令和７年度卒業証書授与式の教育委員会の告辞（案）についてです。 

  お手元には別紙で資料３という形になっているかと思いますが、そちらを御覧くださ

い。 

  前回は一覧表を御覧いただきまして、どの方のエピソードとか、そのあたりのご意見

をいただくところでしたが、その後、特にこちらへの御要望等のお声はありませんでし

た。 

  その中からこちらからの今日は具体的な告辞（案）の御提案ということで２つ、小学

校１個、中学校１個、御提案させていただきます。 

  小学校のほうは鍵山秀三郎さんを取り上げてメッセージをつくらせていただきました。

成長に資するための頑張りというふうなところ、そのあたりをメッセージに込めたとこ

ろです。 

  中学校のほうは千玄室さんになります。ありのままの自分と向き合って生きていくこ
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との大切さをメッセージに込めました。 

  ちょっとお読みいただいたほうがよろしいですかね。 

○石川教育長 それでは、少し時間を取りますので、お読みいただければと思います。 

（資料確認） 

○石川教育長 よろしいですか。 

  体裁はまた後で…… 

○辻次長 これは全くの原稿ですので、もっと完成版は来月整えてというところになりま

す。 

○石川教育長 それでは、お読みになったところで御質問、御意見ございましたら、よろ

しくお願いいたします。 

○村中委員 これは、この文書を各生徒にあげるだけなんですか。 

○石川教育長 はい。 

○村中委員 誰か代表が大きな声で壇上で読むとか、そういうようなことはない。 

○辻次長 以前、コロナのこともあって、当時、メッセージを掲示するだけとか、そうい

うふうな卒業式の形式が少し変わったところもありました。その後、こちらでの確認で、

こどもたちが主役の卒業式ということを確認し、現在は、卒業式前に担任の先生から巣

立っていく生徒たち、あるいは児童たちに読んでいただいて、当日は掲示する形でとい

うところで今年も今は考えております。 

○村中委員 かなりすばらしい文章ですね。内容も、もしこれをみんなが実践していたら、

20年後の和光市はすばらしい市になっているかもしれないと思いますけれどもね。 

○石川教育長 ほかにいかがでしょうか。 

○山田委員 伝わってきますね。人としてどうやっていくかということがね。分かりやす

く表現されている。 

  中学校のほうもいいんですけれども、この中で最後のほうですね、「戦争で死を覚

悟」という、死というものを何か別の表現で表したほうがいいのかなということは感じ

ます。 

  あと、その次の次の行、「これから」というところの行で、「皆さんをつくり、成長

させます。」、これも何か表現が、「皆さんをつくり」、何かいい表現があればな、全

体的には…… 

○石川教育長 方向性としてはこれでよろしいですか。 
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○山田委員 はい。 

○石川教育長 あとは文言の修正とかはどうなのかなと思いますが。 

  今、山田委員から示された２か所については、少し御検討ください。 

○辻次長 確認ですが、中学校の告辞のほうの後半から２つ目のパラグラフの「死を覚悟

した」という死という言葉は、こういうお祝いのところではちょっと違う表現のほうが

いいのではないかということと…… 

○村中委員 これは僕はよろしいかと思うんですけれどもね。よく産業医をやっていて、

相談しに来る人がいるんです、鬱病になって。その人が鬱病かどうかという診断するの

に、死にたいと思ったことがありますかとストレートにどばんと聞いちゃうんです。あ

りませんと言えば、それでおしまいになりますとか、そういうことで診断できるし、死

ぬとか、こういうことって、生と死というのは結構大事なことで、避けて通らないほう

がいいんじゃない、たまには、年に１回ぐらいとか…… 

○山田委員 死の表現を例えば命を落とすこととか、そういう表現にしたらどうかなと。 

○辻次長 ちょっと表現をこちらでも少し検討して、もう一つが、その後のパラグラフの

ところの「皆さんをつくり、成長させます。」というところですね。ここのところを前

後の文脈も含めてもう一度検討したいと思います。ありがとうございます。 

○石川教育長 ほかにお気づきの点ありますか。 

  お願いします。 

○天内委員 中学校のほうの最後から２行目のところです。「希望と学びに満ちたもの」

というふうにあえて「学び」を持ってきた意図ってありますか。 

○辻次長 あまり深く…… 

○天内委員 教育委員会っぽくするときに、この学びも大事だと思っていて、日々成長す

るために自分にないものを得ていくというのはすごく大事なことだと思うので、そうい

う意味が籠もっているのかなと…… 

○辻次長 そういう意味を込めて。 

○天内委員 あえて学びを選んだのはすごいなと。 

○辻次長 ありがとうございます。 

○天内委員 ありがとうございます。 

○辻次長 残します。 

○石川教育長 何かございますか。 
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○牧委員 全然すごいいいんです。文章の量、文字数も何となく読みやすい字でまとまっ

ているかなと。すごい長かったりすると、もうそれだけでなので。あと体裁がよくなっ

たとき、もっと読みたいって思う体裁だといいなと、文章の中じゃなくて。関心がもて

るようなものがいいなと思います。 

○石川教育長 ほかにいかがでしょうか。 

  それでは、今、幾つか御意見出ていますので、それを踏まえて、次回、完成度を高め

たもので御提案いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○辻次長 はい。それで、前のときもちょっとお話ししましたが、今回もメッセージをお

願いするということの確認もよろしいですか。 

○石川教育長 よろしいでしょうか。よろしくお願いします。 

○辻次長 よろしくお願いします。 

○石川教育長 それでは、続きまして、（２）「第２期和光市教育振興基本計画（案）」

に係るパブリック・コメント及び市民説明会の実施結果について説明をお願いいたしま

す。 

○大塚次長 それでは、教育総務課のほうから、「第２期和光市教育振興基本計画

（案）」に係るパブリック・コメント及び市民説明会の実施結果について報告させてい

ただきます。 

  パブリック・コメントにつきましては、１月８日木曜日から１月28日水曜日までの間

実施をしました。市民説明会については、１月９日金曜日の19時から、２回目に１月11

日日曜日の10時から、３回目に１月13日火曜日の10時から、計３回開催し、それぞれ１

名の方が説明会に参加されました。 

  説明会への参加者からは、小・中学生の意見交換会の効果、教育のデジタル化、教育

の余白を生かした学びの多様性、スポーツ施設の課題、キャリア教育の現状と課題、ア

ンケートから見えるこどもたちのスポーツ、部活動への関心などといったことについて

御質問をいただきまして、それに対し各所管課から回答したところでございます。 

  パブリック・コメントの実施結果としましては、こちら28日、昨日に終了したところ

なので、まだこれから郵送等が、消印有効というところもあるので、来る可能性がゼロ

ではないということなので、速報値ですが、２件御意見をいただいております。 

  こちらについては、内容を精査して、計画への反映や御意見への回答、あと説明につ

いて現時点では検討しておりまして、その結果を受けて最終的にまとめた計画を２月20
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日に開催する公募の市民や専門家、有識者の方がいらっしゃる第３回策定委員会にて審

議をいただきまして、その後に２月26日に開催する定例会で審議をいただいて、最終的

に内容の決定をしていくという形になります。 

  パブリック・コメントでいただいた意見と計画に対する反映等の結果については、教

育委員会での最終的な審議、決定を行った後に、計画と併せて市のホームページで公表

する予定となっております。 

  説明は以上となります。 

○石川教育長 ありがとうございました。 

  ただいまの説明につきまして御質問、御意見ございますか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○石川教育長 それでは、次に移りたいと思います。 

  （３）和光市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画（案）に

ついて説明をお願いいたします。 

○辻次長 それでは、資料のほうをお開きください。 

  この本計画は、令和７年６月、公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する

特別措置法、いわゆる給特法と言われている、その改正により、教育委員会に業務量管

理・健康確保措置実施計画の策定・公表・報告が義務づけられることになったことに基

づき作成をしているところです。 

  国のほうからも計画例も示されていたことから、それらを参考に本市の案をお示しの

とおり作成しているところです。 

  これまでも働き方改革基本方針を本市では示して、学校の働き方改革を進めてまいり

ましたが、今回の計画は業務量管理と健康確保措置の計画で、より実効性が求められる

ものと認識しています。 

  今後は、この市の計画を策定後、各学校にも情報を提供し、各学校における計画の策

定、それから市民の皆様への計画の公表、これらを行いまして、令和８年度からこの計

画に基づき検証しながら学校の働き方改革を推進していくこととなります。 

  よろしければ、少し中身を御覧いただけたらと思います。 

（資料確認） 

○石川教育長 それでは、見ていただいて何かお気づきの点、御意見等あればお願いした

いんですが、その前に、先ほど学校教育課長のほうから説明があったんですが、この業
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務量管理・健康確保措置実施計画については、皆さんのほうで協議をしていただいた後、

総合教育会議に報告する内容になります。総合教育会議の報告を経て、各学校にこれを

示し、各学校は、令和８年度この計画に沿った、それぞれの学校独自の計画をつくって

令和８年度実施していきます。その結果を教育委員会にまた報告してもらうという形に

なっております。 

  それもありますので、これの３ページのところにあるように、実施する業務量管理・

健康確保措置の内容として、アの学校以外が担うべき業務と、イの教師以外が積極的に

参画すべき業務と、そして５ページになりますが、ウの教師の業務だが負担軽減を促進

すべき業務、この３つをそれぞれの学校で整理をしてもらって、働き方改革を進めてい

くというようなものになります。 

○天内委員 どこかに新しくこれをやりましょうということになっているんですけれども、

今現在の仕組みの中でも、仮に似たような運用とか管理とか、先ほど教育長おっしゃっ

たアとイとウみたいな、こういうカテゴリーのことは、ある程度仕組みとしてあるもの

なんですか。それともゼロベースでやらなきゃいけないと、結構時間はないんじゃない

かなと思っていて、もしあるのであれば、そこをうまく活用すればいいのかなと思うん

ですけれども、そのあたりいかがですか。 

○辻次長 仕組みという形までのところが、学校ごとになってしまうんですけれども、も

ともと本市でこれまで策定していた働き方改革基本方針のほうも、５つの方向性で目標

を立てて働き方改革を進めていくことを推進しました。 

  その実効性を高めるために、今回の資料の後半のところにある、いわゆるＰＤＣＡサ

イクルの話は、本市の計画の中では、働き方改革基本方針の中でも実はそこは示してい

て、各学校のほうでいわゆる実情を検証して、次年度への改善サイクルをというふうな

ことを推奨していたところです。 

  各学校のほうでは、この働き方改革をいわゆる検証する組織として、衛生推進委員会

等はもう既に設置はずっとしておりまして、特に昨今、働き方改革を推進するために、

これまでもしかすると、若干形式的な会議だったかもしれないところは、かなり今は実

効性を伴って、みんなでこうやっていこうというふうな話は進んでいることは事実かな

というところですので、こちらの認識としては、ベースとしては下地はあるかなと。さ

らに実効性を高めるために、より具体的に現状を確認し、市と学校一体となって先生た

ちの働き方をよりよくしていこうというふうなことを進めていくために、今回これを示
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すという形になるかと思います。 

○天内委員 分かりました。ありがとうございます。であれば、よかったと思います。 

  できるだけ細かく目標を設定しないとうまくいかないと思うんですけれども、そこま

で落とし込めているということであれば、恐らくカテゴライズするような段階かなとい

うふうに推測するので。ありがとうございます。 

○石川教育長 ほかにいかがでしょうか。 

○山田委員 この表の一番左側は、国の資料ということですか。ある程度方針みたいな形

で捉えてよろしいですか。 

○辻次長 現状というか、カテゴリーの項目名は、こういうところが一つの、先ほどおっ

しゃった整理の中でのこういう給食の対応とか授業準備とか、その中で現状推進してい

るところの事例ですとか、今後こういうふうな方向になればというふうな全国的な部分

から示されている具体的な内容になります。 

○山田委員 枠が小さいですね。もっとほしいです。今回、もうちょっと内容を細かく説

明してもらうと、途中で切れちゃっているような感じがあるので。 

○辻次長 国の資料はおっしゃるとおり結構ちゃんと詳しく、それをこの表の中に落とし

込むのに当たって、こちらで少し文言を整理したのが内容になりますので。 

○石川教育長 これまでそれぞれの学校が独自に行ってきた働き方改革を、この計画をベ

ースに学校の外に見えるようにしていくというのが一つの趣旨なんですね。見える化す

ることによって、働き方改革の実効性を高めていく、またスピード感を持ってやってい

くというような意味合いがこの計画の背景にはあります。 

○牧委員 働き方改革という言葉が浸透して、保護者もその言葉だけは知っているという

のが何年かたつんですけれども、その言葉だけが先行していて、じゃ、実際どうなのと

いうところが全然分からないので、この８ページの２番の保護者・地域の方々の理解、

ここがすごい一番重要かなと思って、学校が地域にお願いするにしても、こどものため

にお願いしているけれども、地域の人は、働き方改革で先生の手助けするみたいな、そ

ういう意味合いで取られているところもあるので、いま一度はっきりとこうだよという

ところを示して、市全体で同じ方向というか、そういうふうに同じ共通理解を持ったほ

うが進めやすいのかなと思いました。 

  以上です。 

○山田委員 学校の役割とか学校でできることは限られていますから、本来、地域の人た
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ちがやるべき責任というところがある程度明確になっていったら、意識を高めていかな

いと、学校外という部分での取組というのはなかなか難しくなっていって、そこははっ

きり表現したほうがいいかなと思います。 

○石川教育長 そういう意味では、教育委員会からの積極的な発信が必要になりますし、

それぞれの学校から地域や保護者への分かりやすい説明ということがすごく大事になっ

てきます。 

○天内委員 もう一ついいですか。 

○石川教育長 はい。 

○天内委員 先ほど決まった内容を公開するということでおっしゃっていたかと思うんで

すけれども、これは学校ごとに公開ではなく、教育委員会として公開する、学校ごとに

やり方とかいろいろ違ってくる、あっちはできているのに、こっちはできていないみた

いな話になりかねないかなとちょっと思ったんですけれども、その場合の範囲というの

はどういう形式でやるんですか。 

○辻次長 まず、この今、市で決めたのは、もちろん市の例えばホームページですとか、

今、保護者の皆様には、連絡アプリのツールとかありますので、市として決めましたと

いうことは発信する。 

  学校のそれぞれつくったものについては、本校では、やはりこういうふうに進めてい

きますよというふうなことは、連絡アプリですとか、学校のホームページ等ではそれぞ

れ発信していただいて、状況を皆さんに、先ほどの牧委員からのお話もありましたので、

そこをもっと知っていただくためにも、これまで以上にその部分は発信していくという

ふうなことになるかと思います。 

○天内委員 分かりました。毎年見直しが図られますか。 

○辻次長 年度ごとの確認というか検証してというふうなところがありますので、この計

画自体にいじるのか、何か違う形になるのかというと、ちょっとそこまではこれからに

なるんですけれども、改善の部分が目に見える形になることは間違いないかなと思いま

す。 

○天内委員 分かりました。ありがとうございます。 

○石川教育長 お願いします。 

○牧委員 ここまでのあれで、各学校、校長先生の考え方も違うし、地域も雰囲気とか保

護者の雰囲気も違うし、なので、私は学校ごとのほうがいいと思って、その学校はでき
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ているけれども、こっちはできていないという評価ではなくて、この学校はこれででき

ているんだから、うちの学校もできそうだよねというような雰囲気に持っていけるよう

な感じだと、全体の底上げができるかなと思うので、あえて隠す必要もなく、できてい

ないものはできていないとはっきり言っても、だから何なのと言う人もいるかもしれな

いけれども、そうではなくて、そこも力を入れていこうよというみんなの力が集まれば

と思うので、各学校のほうがいいかなと思います。 

○山田委員 その中で共通できるものは、やはり全体を共通でやっていく。あとはそれぞ

れの学校の中で作り上げていく必要があるかなと。 

○石川教育長 ほかにいかがでしょうか。 

  これを基に各学校がつくった計画を教育委員会でどうこう言うということではないん

ですけれども、こちらで見て、どの学校はどういう取組をしているかというようなこと

を共通理解を図るということは可能ですか。 

○辻次長 共通理解というのは…… 

○石川教育長 ４月以降。 

○辻次長 ４月以降にどの方たちとの共通理解。 

○石川教育長 この教育委員会の中で各学校がどのような取組をしようとしているかとい

うことの共通理解を図ることは可能ですか。 

○辻次長 もちろんこちらで各学校の情報を伝えるように来年度していきたいと思います。 

○石川教育長 その各学校の取組状況を見ながら、年度末にその結果の報告をこちらのほ

うでいただけることになっていますので、そこを照らし合わせて、場合によっては、ど

ういう形になるか分からないけれども、この計画案を見直すなり、また補助的な資料を

つけていくなりというような取組をしていくというような方向性になるかなと思います

が、よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

─────────────────────────────────────── 

◎その他（教育委員諸報告・委員質問・事務局報告など） 

○石川教育長 それでは、次に進みます。 

  日程第５、その他。 

  初めに、次期導入予定のタブレット端末の紹介についてよろしくお願いいたします。 

○辻次長 それでは、この４月から児童生徒のタブレット端末の更新が行われます。今日
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は、その実物のサンプルを１台なんですけれども、これがこどもたちの手元に行くよと

いうふうなものをお借りすることができましたので、ちょっと１台回して見ていただく

みたいな感じになります。 

  あとお手元にカラーの資料がありまして、その機器だけでなく、中のいわゆる学習ア

プリの内容の主なものをそちらへ載せてあるかと思いますので、担当から説明をさせて

いただきたいと思います。いじりながらお耳だけ拝借できたらと思います。 

○説明員 今、回していただいているのが次期導入予定のタブレット端末となります。 

  第１期は、初めて１人１台端末が導入されたということで、当初は戸惑いもございま

したが、今ではタブレットを活用してプレゼン資料を用いた発表であったり、タブレッ

トを用いながら話合い活動ができるなど活用が進んできております。 

  第１期では、端末の処理速度による課題であったり、こどもの扱い方、注意喚起不足

というところもあるんですけれども、故障が多く発生してしまうといった課題。年を追

うごとにデータの重いファイルが必要になって、ネットワーク容量にも課題を感じてい

るところではございます。そのため第２期は、それらの課題を解消し、授業での利活用

促進を図ってまいります。 

  端末ですが、県の共同調達の基準の中でスペックが高い機種を導入いたします。スペ

ックの向上はもちろんですが、保護者の皆様から重さといったところについても御意見

をいただいておりましたので、重量も含め選択を行いました。 

  また、故障についても、キーボードは、今回、第１期で実は故障の原因で、こどもた

ちが爪でキーボードを外してしまうというのも多く事案として挙げられまして、今回は

キーボードがフラットになっております。そのため、水であったり砂であっても拭き取

りでキーボードのところはカバーすることができるので、そういったところの故障率と

いうところも軽減できるかなというふうに考えています。また、落下についても、ＭＩ

Ｌ規格を取得しているキーボードになりますので、落下といったところにも強みがある

かなというふうに考えております。 

  また、外見だけでなく中身も考え、こどもたちにとって直感的に使用することができ

る授業支援ソフト、また個に応じた指導を支援するために学習ドリルにつきましても見

直しを行い、自由進度学習型のドリルを導入いたします。 

  そのほかにも、プレゼンテーションソフトの新たなソフトも活用し、児童生徒の学び

の充実に向け取り組んでまいります。 
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  簡単ではありますが、以上で紹介となります。 

○石川教育長 ただいまの説明で御質問や御意見ございますか。 

  使用するソフトについてもう少し説明してもらってもいいですか。 

○説明員 ソフトの今回一例ということで、ちょっと小さいですが、学習ドリルのほうを

少し紹介できればと思っています。 

  こちらが自由進度型学習ということで、こどもたちが使っていく学習ドリルになって

います。内容としましては、小１から高３まで入っておりますので、今まではどちらか

というと、苦手な子がドリルを積み重ねて学習していくような内容だったのが、今後は、

進んでいる子はさらに上のレベルの問題も解けるようなドリルになっていますので、こ

どもたちが飽きずに続けられるようなドリルというふうになっています。 

  また、一応苦手な子向けにも、こちらゲームのような、卵を育てる機能だったりする

んですけれども、そういった面白みも持ちながら、こどもが家庭でも進めていけるよう

なドリルになっています。 

  実際触っていきますと、タッチもすごく早くなっていまして、今まではこどもたちが

クリックをしてとかというのをやっていたんですけれども、新しい機種では正直キーボ

ードがなくてもドリルを進めることができます。小学生でもすごい簡単なのを実際にや

ってみようかなと思うんですけれども、実際にこういうような、実際には音がもうちょ

っとちゃんと、１年生の最初なので、こういったような図を使いながら、慣れてくれば、

もう聞かないでスキップをしながらできます。その子の、実際にこれでどれぐらいです

かというのを選びながら…… 

○石川教育長 間違えるとどうなるんですか。 

○説明員 こちらはちょっと急いでやってみます。ＡＩが入っておりまして、どういう問

題で間違えたかというところを改めて復習できるようなドリルとなっていますので、勉

強というよりもゲーム感覚で使えるようになっています。 

  失敗なんですけれども、これが進むと、こういうふうに、例えば復習問題のような改

めて振り返りをして、自分の習熟ができているか、苦手なところはどこだったかという

ような確認ができるものになっています。ですので、つまずいたところは改めて戻って、

例えば４年生でつまずいていれば、３年生の問題が出てくるようなＡＩが入っていたり

します。苦手なところを振り返っていくようなものになっているものになります。 

  ほかにも、これはこちらのドリルは、これだけじゃなく、一応中学生、これだけでは
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満足しない部分もありますので、例えば各種検定の対策といったようなその上のレベル

を狙っていく子たちにも対応できるようなソフトを導入して自学を進めていけるような

取組を促進していきたいと考えております。 

  ほかのソフトは、新しい授業支援ソフトも入れる予定です。実際にもう既に運用を実

証事業として始めておりまして、これ私の管理画面なので、先生方の全て見えてしまう

んですけれども、先生方が日頃どのぐらいやっているかというような、どれぐらい資料

を出しているとかというのが見えるようなものになっておりまして、大体多い人で100

とかというもう資料を配付していたりするので、十分先生たちも使える資料かなと思い

ますし、実証をやっている学校に聞いたところ、こどもたちも２年生、１年生でも使え

るというふうに聞いていますので、なじみやすいソフトなのかなというふうに考えてい

ます。 

  何かほかに質問がございましたらお願いします。 

○山田委員 楽しそうですね。私にもできそう。 

○村中委員 やってみたくなっちゃいますね。 

○石川教育長 こうやってこどもが事前にどの教科をどういうふうにやるという計画をつ

くるみたいなものはあるんですか。 

○説明員 はい。教師側からもこういう問題を出すというような設定もすることができま

すので、今まで使っていた学習ドリルのような使い方もできますし、自分で進んでいく

ような支援の仕方もできるかなと思っていますので、別室の子たちにこれでも対応でき

るようになっています。 

○石川教育長 何かありますか。 

○山田委員 教科書に沿って内容ができているのか。 

○説明員 教科書に沿って全て先ほどの問題も単元ごとに、単元であったりとか、教科書

でというふうに選ぶことができますので。 

○山田委員 そうすると、復習もそうだけれども…… 

○説明員 そうですね、少数をやれば少数の問題をやろうねと言えば、こどもたちはその

問題を取り組むことができる。学年も取り組めますし、間違えれば、その前の学年の同

じ少数のところを学び直しができるようになる。 

○石川教育長 確かに今使ってもらっていて、現行のモデルよりもかなり動きがスムーズ

ですね。 
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○説明員 このデータですら、今、携帯の４Ｇで動かしているので、Ｗｉ－Ｆｉで動かし

ていない速度でこれです。今、本当に僕の携帯のデザリングというもので使っているだ

けなので、お借りしているものなのでつないでやっているんですけれども、この速度で

これぐらいの速度。 

○天内委員 今のはログインしている間にトイレ行けるぐらい遅いです。早いですね。今

の子慣れている、たぶん触ったことがある子はすごく多い、小さい子でも多いので、す

いすい使っちゃうんだろうなというふうに。 

○石川教育長 使いやすくなると、すごくいいことなんですけれども、心配な面も当然出

てくるじゃないですか。その辺の対応みたいなのは何か考えていますか。 

○説明員 今、フィルタリングのところで、使用時間のところを今検討しておりまして、

夜の時間、利用制限ができるようにプログラムを今準備しています。 

  ただ、今、中学生と小学生を同時に同じソフトで管理しなければならないので、10時

なのか11時なのかというところで、中学生の塾であったりとか、でも、小学生はもっと

早くから使わせたくないよねというお話がありまして、ちょっとここで調整をしている

ところではあります。 

○石川教育長 その辺は、例えばこどもたちから意見を募るとか、そういうのは考えてい

ますか。 

○説明員 今のところ先生方に聞いてしまったんですけれども、それもできます。 

  ただ、こどもたち、ずっと使えると嬉しいなとなってしまうかもしれないんですけれ

ども、隠れて。まだ朝は親御さんが仮に連絡帳をこちらに移行していったときのことも

考えて、５時には開放しようかなというふうに思っています。朝を早く、夜はできるだ

け、使えなくするのもちょっと早めたいなというふうには考えています。 

○石川教育長 分かりました。 

○牧委員 １点いいですか。 

○説明員 はい。 

○牧委員 これ教科書に準じているとあったんですけれども、埼玉県には準じていないん

ですか。中学３年生とか、入試を考えたときに。 

○説明員 最近、県の問題がインターネットで手に入るようになってきている実態があり

ましたので、今回はそこの問題はまだ入っていないという状態のものにはなっています。

今まではそれ用の対策問題が入っているドリルだったと思うんですけれども、一応それ
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業者のほうにも埼玉県だというのは伝えていきます。 

○牧委員 手紙が入るようになったら、それが入っているおかげで重たくなっちゃうんだ

ったら…… 

○説明員 今はネットで取れるというのが最近の入試問題になってきたので、そちらで取

っていこうかなと考えています。 

○牧委員 はい。 

○山田委員 レンタルですか。 

○説明員 これですか。端末はレンタルでやっています。 

○山田委員 中学校も。 

○説明員 中学校も、はい。 

○石川教育長 両方ともレンタルで行うということですね。 

○説明員 はい。 

○天内委員 次の見直しは何年後ぐらいですか。 

○説明員 こちらの見直しは５年で。 

○天内委員 ５年。 

○説明員 はい。 

○石川教育長 ほかよろしいですか。 

○村中委員 高校生になると、二次方程式とか解を求めるトレーニングを勉強しなきゃい

けない。一生懸命書かなきゃ覚えられないと思うんですよ。中学生までそれ使えるわけ

でしょう、算数とか数学。それがいきなりそういう方向にいっちゃうときに、僕はアナ

ログな人間でデジタルが苦手なんですが、困るでしょうね。思考の過程を書きながら自

分の中で整理していくじゃないですか、数学やるときって。これだと書くのかな。 

○説明員 一応書き問題も入っているというふうに聞いていますし、あとメモ欄のところ

がありますので、そちらに式は書くことができます。 

○天内委員 ペンも。 

○説明員 一応ペンは、ちょっと安いやつなんですけれども、１本しっかりつけようかな

とは思っています。ただ、新しい機種は指でもすらすら書けてしまうというのもあるの

で、そういったところのよさはあるかなとは思っています。 

○石川教育長 よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 
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○石川教育長 ありがとうございました。 

  それでは、続けて各教育委員より諸報告があれば、この場でお願いいたします。 

  何かございますか。 

○村中委員 ご存じのように３月いっぱいで診療所が閉院します。教育委員はいつまでで

したっけ、今日が最後。 

○大塚次長 ３月５日が任期なので、２月の会議が一応最後の会議という形になります。 

○村中委員 そういうことです。長い間お世話になりました。 

○石川教育長 ありがとうございました。 

  ほかにいかがでしょうか。 

○山田委員 今現在、教育長職務代理、かなり長くやらせていただいています。そろそろ

年度変わるときに下ろさせていただいて、新たな方にバトンタッチしていきたいなと考

えておりますので、その辺、また御検討いただきたいと思います。 

○石川教育長 山田委員から以前そういった御相談を受けましたので、今この場でお話し

していただきましたけれども、職務代理者についてどなたを御指名するかについてまた

少し時間をいただいた上で検討していきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  ほかはよろしいですか。 

（発言する者なし） 

○石川教育長 それでは、続いて事務局からの諸報告をお願いいたします。 

○大塚次長 それでは、教育総務課から報告をさせていただきます。 

  当課から１点、広沢小学校内に整備しております難聴・言語通級指導教室について報

告をさせていただきます。 

  今年度の予算により、２階のコンピューター室、こちらをパーティションで区切り、

事務スペースやプレイルーム、指導室に区分けをして、必要な家具や照明等の電気、室

内工事を行い、難聴・言語通級指導教室として使用できるようにするための整備を今行

っております。 

  工事が終わりまして、本日、ちょうど今、完成検査を行っておりまして、その検査が

済んで問題なければ、事業完了ということになります。なので、現時点では既にも教室

は整備が終わっていまして、これから内部の整備等されていくことになるかと思うんで

すけれども、新年度の開始前、もしくは指導教室として使用し始めてから、そういった
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ところで、教育委員会としても整備状況を確認しに行くことができるのかなというふう

に考えておりますので、適宜視察というか、確認することがスケジュール等あれば検討

していきたいと思っていますので、よろしくお願いいたします。 

  私のほうからの報告は以上でございます。 

○石川教育長 ありがとうございました。 

  続いて学校教育課、お願いします。 

○辻次長 学校教育課からは３点連絡があります。 

  １点目は、資料はありませんが、来月26日の教育委員会の後の教育委員の皆様と保護

者、地域の方、教職員との懇談会についての確認になります。 

  現在、学校からの参加者を調整しておりまして、今日までに全ての学校からまだ来て

おりませんので、まとまった段階でどういう方が来られてとか、そのあたりの資料をお

送りできたらなというふうに思っております。 

  これまで特にテーマ等にお声はありませんでしたが、特にどうでしょうか、何か今の

時点で皆様のほうからこういうのは中で話し合っていきたいなとかというのがまたあれ

ば、今日でもいいですし、また後ほどでもいいですし、お声がけいただけたらと思いま

す。それが１点です。 

  ２点目が市内に初めてのフリースクールが開設されたことについてです。 

  お手元にパンフレットと説明の資料がありますので、そちらを御覧ください。 

  フリースクールは、もう既に御存じのことと思いますが、一般的には不登校等のこど

もに対し学習活動、教育相談等の活動を行っている民間の施設になります。不登校のこ

どもの学びの継続のためには、今は学校復帰を目指すのではなく、学校外の多様な学び

の場や居場所の活用を検討されるところです。不登校の背景要因が多様化する中、学校

外の機関の支援が必要なケースがどんどん増えている状況にあります。 

  市内の学校では、これまで市外のフリースクールを活用されるケースはこちらでも確

認しておりますが、市内にできることにより、その選択肢が増えることになるかと思い

ます。 

  現在、開設されるところとも学校教育課担当は情報共有等行っておりますが、こども

たちを支援していくという視点から、今後も連携して対応してまいりたいと思っており

ます。 

  それは後ほど御覧いただけたらというふうに思います。 
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  続きまして、３点目です。 

  お手元にカラー刷りの資料になりますが、和光市立小・中学校学校評価の手引きにつ

いてになります。 

  以前にもお示しできなかったところで、今日になってしまって申し訳ございません。 

  学校評価につきましては、以前より改善が必要であると認識がありまして、今回、教

職員からのアンケート調査等も踏まえて作成をしてきたところです。 

  学校評価は、教育活動の成果を客観的に検証し、学校運営の改善と発展を図るために

行われる学校の重要な取組だというふうに考えています。特に今後示される次期学習指

導要領においては、これまで以上に学校の主体性、学校でハンドリングしていくところ

が求められるところから、今よりもＰＤＣＡサイクルのマネジメントを適切に回して、

課題解決を図った学校経営を進めていくことが重要となってきます。 

  学校評価は、そのための客観的評価の一部ではありますが、特に保護者の皆様、地域

の皆様の声を反映するものとして、あとこどもの声ですね、そういうものを反映するも

のとして大変重要なツールだと考えています。 

  しかし、現在の学校評価は、毎年度、どこがとかじゃないんですけれども、ほぼ同じ

内容のアンケートを取っている学校もあったりですとか、アンケートの結果を公表する

のみでとどまっている状況など、本来あるべき学校評価と比べると課題があるというふ

うに認識しています。 

  保護者や教職員、こどもたち等の声を基にした課題を学校全体で共有して、その解決

に向けた具体的な次年度の重点目標や取組を定めて実践していくことが重要になってく

るかと思います。 

  アンケートの結果を６章の資料編に全部載せて、これが全てになります。今日詳しく

はもちろん説明しないんですが、そこからは今後の方向性を主に３つですね。１点目は、

増えている若手層の制度の理解とか関与の促進ですね。２点目は、意見表明の場と対話

の文化づくり。３点目は、評価結果の活用と成果の可視化。このあたりを校長先生方と

ももう既に共有をし、実効性を高めるためにどのように学校評価を行っていくのかの来

年度の計画を今作成してもらうように学校に依頼しています。 

  各学校の校長先生からは、今回のことがということではないのかもしれないですけれ

ども、もう既にどのように学校を運営していくかという話はいつもあったんですけれど

も、評価をどうしていくかというふうなことも、先生たちと今一緒に考えているよとい
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うふうな声もありますので、すぐに来年度からきれいな形でできることにはならないか

もしれないですけれども、少しずつ改善を図りながら実効性の高める学校評価を実施で

きるように手引きを基に進めてまいりたいと思います。 

もう一つです。 

  部活動の地域展開（地域移行）の検討事項のまとめです。お手元に１枚、Ａ４の裏表

になりますけれども、資料がありますので、そちらを御覧ください。 

  和光市では、これまで国の方針等を踏まえて和光市として持続可能な部活動運営、こ

の点を在り方を検討する検討委員会を設置し、検討委員会を開催してまいりました。 

  経過は、そちらの２に示しているような状況になります。先日、第４回の検討委員会

を開いたところです。 

  検討を通じて確認されたポイントが１ページ目から裏面のほうに５つ確認をした内容

があります。 

  こども主体の活動ですね、これを行っていこうと。 

  裏面にいきまして、部活動の地域展開の持続可能な体制づくり。それから、安全・運

営基盤の整備。それから、種目の特性に応じた柔軟な展開。最後に、段階的展開の必要

性ということで、全国的に進められている内容ですが、なかなか課題も多いところで、

少しずつ進めているところがございます。 

  今回、第４回の会議を終わりまして、検討委員会から報告が出ることになっておりま

す。それを教育委員会のほうに報告をさせていただき、検討委員会のほうはこれで終わ

りになりまして、部活動地域展開を今後、実効性のあるもので進めていく方向性になる

というふうに考えております。 

  これで学校教育課からは以上になります。 

○石川教育長 続けて、生涯学習課、お願いします。 

○細野課長 生涯学習課は、お手元に小さい黄色のチラシをお配りさせていただきました

が、下新倉分館で開催する市民図書館講座の御案内になります。 

  ２月28日に「図書館の記憶と記録」と題しまして講座を行います。講師が十文字学園

女子大学の石川先生です。石川先生は、当市の図書館協議会の委員長として携わってく

ださっていまして、その中で調査された和光市のかつての移動図書館ですとか、西大和

団地の親子読書会、諏訪原団地のすわはら文庫、そういった和光市の図書館以前にあっ

た読書の歴史というものを１冊の本に取りまとめられました。このたび講師をお願いし



 

－25－ 

て御講義いただくことになりましたので、申込制となりますが、よろしければ、ぜひと

思っております。 

  また、当日の御案内もそうなんですが、この講座の開催に先立ちまして、和光市図書

館と下新倉分館では、移動図書館のやまびこ号の写真を展示しながら、市民の皆さんに

やまびこ号の思い出を募集するということで、いただいたエピソードを講座当日に会場

で掲示させていただいて、みんなでエピソードを共有したいという企画をしてりますの

で、ぜひ和光市に長くお住まいの方ですとか、お勤めだった方でやまびこ号を知ってい

る、そのあたりお勧めいただければありがたいです。よろしくお願いします。 

○石川教育長 では、続けて、スポーツ青少年課、お願いします。 

○森谷課長 スポーツ青少年課からは、２月に実施予定の２つの事業について御紹介いた

します。 

  ２月８日日曜日13時から、青少年相談員が企画運営する事業としまして、節分のお面

づくりを小学生を対象として実施する予定です。中央公民館の和室で実施しまして、豆

まきという年中行事のほうも体験していただく予定です。 

  ２点目、２月14日土曜日13時からスポーツ少年団の卒団式を予定しています。場所は

総合体育館のメインアリーナで、こちらは少年野球７団体、ミニバス６団体、少年サッ

カー６団体、小学生バレー１団体、一堂に会して６年生、卒団される方を対象に式典を

する予定です。 

  以上です。 

○石川教育長 ありがとうございました。 

  各事務局からの諸報告につきまして何か御質問や御意見ございますか。よろしいです

か。 

（発言する者なし） 

○石川教育長 それでは、次回の日程について説明をお願いします。 

○大塚次長 次回の定例教育委員会の日程について報告をいたします。 

  令和８年第２回定例教育委員会は、２月26日木曜日、場所は市役所６階603会議室を

予定しております。 

  なお、当日は、先ほど辻次長からも話があったとおり、定例会議終了後に和光市教育

委員と保護者、地域の方、教職員等との懇談会、大和中学校区、こちらを開催いたしま

す。時間は15時15分から16時30分までの予定となっております。 
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  定例会から懇談会まで通常の定例会より長丁場となりますので、よろしくお願いいた

します。 

  報告は以上となります。 

○石川教育長 ありがとうございました。 

  それでは、これをもちまして第１回教育委員会定例会を閉会いたします。 

  ありがとうございました。 

 

閉会 午後 ３時１３分 
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